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大岳沢にて秋の花めぐり
～雨上がりに映える色とりどりの小さき花々～

　

　残暑が終わり、秋の花々の美しい季節になってきま

した。沢沿いは特に秋の訪れが早く、たくさんの花々

に出会うことができます。今回掲載している花の写真

は 9/19 に大岳沢で撮影したものです。雨上がりの

しっとりとした雰囲気の中、雨に濡れた花々を観察し

ていると、マルハナバチの仲間がツリフネソウで吸蜜

する姿を撮影することができました。ツリフネソウは

花の奥がくるっと丸まっており、蜜が溜まっています。

花の中に体を入れ、奥の蜜を吸うことができるのは、

マルハナバチなど限られた昆虫だけです。ツリフネソ

ウはこのハチの仲間に花粉を運んでもらえるよう花の

形を進化させてきました。ちょうどマルハナバチが花

の中に入ると背中に花粉がつく仕組みになっていま

す。背中についた花粉は別のツリフネソウに吸蜜しに

いった際に、雌しべに受粉されることとなるのです。

　このように、花は訪れてくれる昆虫などにあわせて

多様な進化を遂げています。例えばツルニンジンの花

にはスズメバチの仲間が多く集まります。花のサイズ

はスズメバチが入るのにぴったりです。スズメバチを

花粉の運び屋として利用しているのです。秋の森で、

花にどんな昆虫がやって来るのかじーっと観察してみ

てはいかがでしょうか。

　ちなみに、７月頃から続いていた、大滝⇔馬頭刈尾根

間の通行止めが解除されました。沢沿いの道はすべりや

すい所が多くあります。注意して通行しましょう。
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↑今回、大岳沢で出会った
　アズマヒキガエル。

←植物の写真は篠木が撮影
　しました。



アカシデ（カバノキ科）の根に
沿って広がるシロテングタケ
（Amanita neoovoidea）
猛毒キノコだが樹木を育てる森
の功労者といえるキノコです。

左、フクロツチガキ

（Geastrum saccatum）色々な
樹種と共生する菌類

右、ムラサキフウセン

タ ケ（Cortinarius violaceus）
尾根筋のリョウブなど
と仲良くしている菌類


